
平 成 ２ ６ 年 度 研 究 助 成 選 考 結 果

（共同研究）

研　　究　　課　　題 研究期間 助成金（円）

名古屋大学大学院　法学研
究科教授

小畑　　　郁
他７人

日本の裁判所による国際法情報の利用にかかわる諸制度と利用
実態（継続研究）

２６年１月～２８年１２月 819,000

（公社）家庭問題情報セン
ター事務局長

永田　秋夫
他１人

別居・離婚後の子の最善の利益の実現と親子関係の再構築
－面会交流援助の実情と考察－（継続研究）

２５年１０月～２７年９月 1,000,000

成蹊大学　法学部教授
飯田　　　高
他２人

司法判断とその社会的影響の「関係論」の構築（継続研究） ２６年４月～２８年３月 ―

一橋大学大学院　国際企業
戦略研究科教授

宍戸　善一
他６人

関係的契約の日米比較－司法による規律、社会的メカニズムによ
る規律

２７年４月～３０年３月 910,000

（個人研究）

研　　究　　課　　題 研究期間 助成金（円）

東北大学大学院　法学研究
科准教授

今津　綾子 不法行為賠償制度における定期金方式の活用（継続研究） ２５年１０月～２７年９月 149,000

東京大学大学院　人文社会
系研究科助教

綿村英一郎
死刑制度に対する一般市民の意識および将来的変化に関する心
理学的研究

２７年４月～２８年３月 500,000

北海道大学大学院　法学研
究科教授

城下　裕二 裁判員裁判における「同種事犯の量刑傾向」の意義と限界 ２７年４月～２８年３月 500,000

京都府立大学　公共政策学
部准教授

竹部　晴美 Eディスカバリー手続きにおける弁護士・依頼人秘匿特権について ２６年１０月～２７年９月 500,000
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